
 

 

 

 

 

茨城県感染症流行情報 
 

 

２００８年第３５週 

（８月２５日～８月３１日） 

 
・ この情報は、速報性を重視してありますので、今後、数値に若干の

変更が生じる場合があります。 
・ 全国の感染症発生動向情報につきましては、国立感染症研究所感

染 症 情 報 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ
（ http://idsc.nih.go.jp/index-j.html）をご覧下さい。 

・ 今週は、日本脳炎患者の発生について、情報提供資料を掲載して
います。 

 

 

 
平成２０（２００８）年９月５日発行  

 

 
           ＜編集・発行＞ 

                      茨城県保健福祉部保健予防課 

                健康危機管理対策室 

                   電話：０２９－３０１－３２１９ 

                    ＦＡＸ：０２９－３０１－６３４１ 

                            E-mail:yobo@pref.ibaraki.lg.jp 
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全数把握対象疾患 報告数 ２００８年第３５週 

31週 32週 33週 34週 35週 年累計 35週 年累計
エボラ出血熱
クリミア・コンゴ出血熱
痘そう

南米出血熱
ペスト
マールブルグ病
ラッサ熱

急性灰白髄炎 1
結核 7 13 13 3 4 378 334 17954
ジフテリア
重症急性呼吸器症候群

鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）

コレラ 3 37
細菌性赤痢 1 7 14 216
腸管出血性大腸菌感染症 2 4 2 4 22 251 2809
腸チフス 31
パラチフス 22

Ｅ型肝炎 32
ウエストナイル熱

Ａ型肝炎 2 1 126
エキノコックス症 8
黄熱
オウム病 5
オムスク出血熱
回帰熱
キャサヌル森林病
Ｑ熱 2
狂犬病

コクシジオイデス症 2
サル痘
腎症候性出血熱
西部ウマ脳炎
ダニ媒介脳炎
炭疽
つつが虫病 121
デング熱 51
東部ウマ脳炎
鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１除く）
ニパウイルス感染症
日本紅斑熱 4 44
日本脳炎 1 1 1 1
ハンタウイルス肺症候群
Ｂウイルス病
鼻疽
ブルセラ症 1 4
ベネズエラウマ脳炎

ヘンドラウイルス感染症
発しんチフス
ボツリヌス症 1 1
マラリア 4 31
野兎病 4
ライム病 1 3
リッサウイルス感染症
リフトバレー熱
類鼻疽
レジオネラ症 1 1 1 14 13 578
レプトスピラ症 5
ロッキー山紅斑熱

全国(診断日）
対象疾患分類

茨城県（診断日）

４類

３類

１類

２類
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全数把握対象疾患 報告数 ２００８年第３５週 

31週 32週 33週 34週 35週 年累計 35週 年累計
アメーバ赤痢 1 1 8 14 578
ウイルス性肝炎（Ｅ型・Ａ型肝炎を
除く）

2 1 156

急性脳炎 7 3 133

クリプトスポリジウム症 6

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 1 104

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 82

後天性免疫不全症候群 14 12 996

ジアルジア症 54

髄膜炎菌性髄膜炎 10

先天性風しん症候群 1
梅毒 6 7 538
破傷風 3 2 79

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球
菌感染症
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 56

風しん 5 3 271
麻しん 2 2 1 93 21 10711

全国(診断日）

５類
（全数）

分類 対象疾患
茨城県(診断日）

 
〈３５週の保健所別報告数〉 

疾患名 結核
腸管出血
性大腸菌
感染症

日本脳炎
レジオネ

ラ症
アメーバ

赤痢
麻しん

水戸 1
ひたちなか 2 1
常陸大宮
日立 1
鉾田 1
潮来
龍ケ崎
土浦 2 1 1
つくば 1
筑西 1
常総
古河

4 4 1 1 1 1

保
健
所
名

合　　計  
 

〈全数把握対象疾患のコメント〉 
＜二類感染症＞
結核4件：肺結核2件（30歳代男性1件,40歳代男性1件)
　　　　　　無症状病原体保有者1件（10歳代男性)
            その他の結核（結核性関節症）1件（80歳代男性）
＜三類感染症＞
腸管出血性大腸菌感染症4件：患者4件（10歳未満男児　O111：VT1VT2＋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20歳代男性　O145：VT1＋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50歳代女性2件　O157：VT1VT2＋）
＜四類感染症＞
レジオネラ症1件：患者（80歳代男性、肺炎型）
＜五類感染症＞
アメーバ赤痢1件：患者（20才代男性、腸管外アメーバ症）
麻しん1件：10歳代男児（修飾麻しん）
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週報告 定点把握対象疾患 報告数 ２００８年第３５週 

31週 32週 33週 34週

報告数 報告数 報告数 報告数 報告数 定点当 報告数 定点当

インフルエンザ インフルエンザ 0 0 1 2 3 0.03 36 0.01

ＲＳウイルス感染症 0 0 1 0 3 0.04 553 0.18

咽頭結膜熱 57 43 38 28 28 0.37 1606 0.53

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 96 88 69 76 60 0.80 2284 0.76

感染性胃腸炎 123 128 80 123 126 1.68 8495 2.82

水痘 50 44 23 24 23 0.31 1381 0.46

手足口病 62 56 50 44 68 0.91 4601 1.53

伝染性紅斑 9 9 7 8 6 0.08 266 0.09

突発性発しん 38 42 27 50 42 0.56 2601 0.86

百日咳 4 3 2 1 3 0.04 141 0.05

ヘルパンギーナ 235 211 102 88 58 0.77 3172 1.05

流行性耳下腺炎 6 5 13 5 8 0.11 1247 0.41

急性出血性結膜炎 1 0 0 1 0 0.00 24 0.04

流行性角結膜炎 43 43 19 51 36 2.12 596 0.88

細菌性髄膜炎 1 0 0 0 0 0.00 7 0.02

無菌性髄膜炎 0 0 0 0 0 0.00 21 0.05

マイコプラズマ肺炎 6 2 2 1 2 0.15 162 0.35

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0.00 10 0.02

基幹

小児科

眼科

定点種別 対象疾患

茨城県 全国

35週 35週

 
県内の定点医療機関数 

インフルエンザ 120
小児科 75
眼科 17
性感染症（月報告） 22
基幹 13

定点種別

 
 

〈定点把握対象疾患のコメント〉 
＜手足口病＞
定点当たり報告数は、28週をピークに減少傾向を示していたが、今週は全国、茨城ともに
増加している。

＜流行性角結膜炎＞
定点当たり報告数は、１年を通して1.0～3.0の間を推移しているが、昨年に比べて高い傾
向が続いている。

 



 4

 

定点把握対象疾患報告数 【保健所別】 ２００８年第３５週 

疾 　病/保健所 水戸
ひたち
なか

常陸
大宮

日立 鉾田 潮来 竜ヶ崎 土浦 つくば 筑西 常総 古河 計

インフルエンザ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

RSウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

咽頭結膜熱 1 0 9 8 0 3 1 0 0 2 3 1 28

Ａ群溶血性レンサ
球菌咽頭炎

2 8 4 18 0 3 2 1 12 2 2 6 60

感染性胃腸炎 7 6 15 4 0 4 50 12 15 2 11 0 126

水痘 9 0 0 3 2 2 4 1 1 0 0 1 23

手足口病 11 4 12 20 0 5 6 3 1 0 1 5 68

伝染性紅斑 0 1 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 6

突発性発疹 5 3 2 5 0 4 2 1 7 1 8 4 42

百日咳 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

ヘルパンギーナ 6 7 6 3 0 10 9 4 5 0 6 2 58

流行性耳下腺炎 0 2 2 1 0 0 2 0 0 0 0 1 8

急性出血性結膜
炎

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

流行性角結膜炎 4 9 9 0 0 0 6 1 1 0 5 1 36

細菌性髄膜炎（真
菌性を含む）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無菌性髄膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マイコプラズマ肺
炎

0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

クラミジア肺炎（オ
ウム病は除く）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 

保健所管内別定点医療機関数 

インフルエンザ 小児科 眼科 性感染症 基幹

水戸 17 11 3 4 2

ひたちなか 8 5 1 1 1

常陸大宮 8 5 1 1 0

日立 11 7 2 2 2

鉾田 5 3 0 1 1

潮来 8 5 1 3 1

龍ケ崎 14 9 3 3 2

土浦 13 8 2 2 1

つくば 10 6 1 1 1

筑西 10 6 1 1 1

常総 8 5 1 2 0

古河 8 5 1 1 1

計 120 75 17 22 13

定点種別
保健所名
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定点把握対象疾患報告数 【週別発生状況】 ３５週 

 

インフルエンザ

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

c

ＲＳウイルス感染症

0.0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

 

 

 

咽頭結膜熱

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点)

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

 

 

 

感染性胃腸炎

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

水痘

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

（人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008
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手足口病

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

伝染性紅斑

0.00

0.50

1.00

1.50

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

 

 

 

突発性発疹

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

百日咳

0.0

0.1

0.1

0.2

0.2

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 週

（人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

 

 

 

ヘルパンギーナ

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

流行性耳下腺炎

0.0

0.5

1.0

1.5

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008
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急性出血性結膜炎

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

（人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

流行性角結膜炎

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52

週

(人/定点）

茨城2007

全国2007

茨城2008

全国2008

 

 

マイコプラズマ肺炎

0.00

0.50

1.00

1.50

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

(人/定点）

茨城2007
全国2007
茨城2008
全国２００８

 



 

 

 

 

 

 

日本脳炎患者の発生について 

 
本日（８月２７日），県内の医療機関に入院していた男性（６０歳代）が検査の結

果，日本脳炎と診断され，発生届出（４類感染症）がありましたので，お知らせしま

す。男性は，現在，入院治療中ですが，疫学調査の結果，患者は茨城県内で感染した

ものと思われます。 

日本脳炎の患者発生は，今年初であり，県内での患者発生は１９９０年（平成２年）

以来です。 

 

【患者概要】 

・ 常総保健所管内在住 ６０歳代 男性 農業従事者 

・５月下旬に発症し，医療機関で入院治療を続けていたが，８月２６日に日本脳炎

と診断された。 

 

【年別日本脳炎患者発生件数】          H20 年は 8月 27 日現在 

年 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 

茨城県 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

全国 ７ ５ ８ １ ５ ７ ７ １０ １ 

                      

【予防対策】 

蚊に刺されないように工夫しましょう。 

・ 長袖，長ズボンの着用 

・ 蚊の駆除 

・ 水たまりの除去 

・ 防虫スプレーや防虫薬のこまめな使用 

 

【日本脳炎とは】 

 ・日本脳炎ウイルスの感染によっておこる中枢神経（脳や脊髄等）の疾患です 

 ・ウイルスを持つ蚊に刺された後も症状なく経過する場合がほとんどです。症状が

出る場合は，感染後１～２週間の潜伏期を経て，急激な発熱と頭痛等を発症し，

引き続き，光への過敏症，意識障害，神経系障害（脳の障害）を生じます。 

・致死率は約２５％，患者の５０％は後遺症を残すといわれています。 

 

【感染経路】 

 ・ヒトからヒトへの感染はなく，ブタなどの動物の体内でウイルスが増殖された後，

そのブタを刺したコガタアカイエカなどがヒトを刺すことよって感染します。 

 

【コガタアカイエカについて】 

・ コガタアカイエカは水田沼地で発生し，活動範囲（飛行距離）は，８km 程度移

動したとの報告もありますが，概ね２km 前後とされています。 

・ コガタアカイエカの活動は日没後になります。 

平成２０年８月２７日  午後４時  

照会先：保健予防課健康危機管理対策室     

担 当：室長補佐 菊池 巧             

連絡先：３０１－３２１９（内線：３２１７） 

    （０９０－４９４１－９０３５） 




